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Abstract: 
 From the interview with 18 teachers involved with a clinical training in a college of nurse, we clarified the caring 
that teachers were providing for students in the clinical training. The interview was a semi-structured one. Its 
contents were an attribution of the teachers, their charged subjects, what kind of caring they provided to students in 
the clinical training and their experiences they felt rewarding and their own growth through involving with the growth 
of their students. We made the contents of interview to be a verbatim report and analyzed it qualitatively and 
descriptively, arranged the codes that had similar semantic ontents, and created a category. 
 The age group of subjects, in their 20s and 30s, the average of education history was  3.6±  1.8 years. Their duty 
position was all assistant professor. Their main charged subjects were Fundamental Nursing: Clinical Practice, Adult 
Health Nursing: Clinical Practice and Geriatric Nursing: Clinical Practice. They were people in charge of clinical 
practice who had charge of subjects uch as people between adulthood and second childhood. The caring providing by 
them is organized into 10 categories: "allaying tensions and arranging an environment", "consideration for study", 
"observation and greeting"
, "advice and suggestion", "making students conscious things they could do and the 
teachers want them to try", "understanding and respect for an individual", "trust and wait", "adjusting the relationship 
of group", "avoid becoming a threat" and "learning how to deal with themselves".
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要旨:
看護大学で臨地実習に携わっている教員18人 のインタビューから,実 習で教員が学生に対 しておこなってい
るケア リングを明らかにした。インタビューの内容は,実 習で学生に対してどのようなケアリングをおこなって
いるかな どで,語 りの内容を逐語録 とし,質 的記述的に分析 した。
対象者の年齢は,20～30代で,教 育歴の平均は3.6±1.8年だった。職位は全員が助教だった。主要な担当科
目は,基 礎看護学実習,成 人看護学実習,老 年看護学実習な どであ り,成人期から老年期にある対象を受け持つ
実習の担当者であった。教員がお こなっているケアリングは,【緊張を緩和 し,環境を整える】【学習に配慮する】
【観察 し声をかける】【助言 と提案をする】【やれていることと頑張って欲 しいことを意識させる】【個を理解 し
尊重する】【信頼し,待 つ】【グループの関係を調整する】【脅威にならない】【自分 との付き合い方を学んでもら
う】の10の カテゴリーにまとめられた。
キーワード:臨地実習,看 護学生,看 護教員,ケ アリング
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提示 し,学生は教員から 「ケアされる人」 としての経








































習環境(科 目名,実 習時間,実習場所,教 員の指導体
制,学生の人数),実習で学生に対 してどのようなケア
リングをおこなっているか,実習で学生の成長に関わ












































対象 性別 年齢 教育歴 職位 主要な実習担当科目 学年 実習期間 学生の人数と指導体制
A 女性 30代 5年 助教 成人看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ5～6人を担当する
B 女性 30代 5年 助教 成人看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ5～6人を担当する
C 女性 30代 4年 助教 成人看護学実習 3年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
D 女性 20代 1年 助教 老年看護学実習 3年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
E 女性 30代 7年 助教 成人看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ6～7人を担当する
F 女性 30代 2年 助教 老年看護学実習 3年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
G 女性 30代 3年 助教 老年看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ5～7人を担当する
H 女性 30代 8年 助教 成人看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ8～9人を担当する
1 女性 30代 3年 助教 基礎看護学実習 2年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
J 女性 30代 3年 助教 老年看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ8～9人を担当する
K 女性 30代 3年 助教 成人看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ5～6人を担当する
L 女性 30代 4年 助教 成人看護学実習 3年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
M 女性 30代 3年 助教 精神看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ5～6人を担当する
N 女性 30代 2年 助教 基礎看護学実習 2年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
0 女性 30代 2年 助教 基礎看護学実習 2年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
P 女性 30代 3年 助教 成人看護学実習 3年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
Q 男性 30代 4年 助教 成人看護学実習 3年生 4週間 1グルー プ6人 を担当する
R 女性 30代 2年 助教 成人看護学実習 3年生 4週間 1グルー プ6人 を担当する
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2.教員が学生に対 しておこなっているケアリング



























護師 との関わりがうまくいくように調整 し,サポー ト
する関わりである。"患者さんとのことで困ってないか
とか看護師さんとの調整 とかで困ってないかとかいう
























関わ りである。学生が実習初 日に温竃法を計画 した時








の態度 とか,あの… 今抱えているプライベー トな問題










察 しなが ら,状況を予測して声をかける関わ りである。
J氏は,眠 そうな学生に声をかけたところ家庭に問題
があることが分かった経験から,"核心に迫るような投





























がない とい うところと…"と 語った。
〈はっきり言 う〉は,"ここは言わねばなりませんと















い ところを言 う〉<で きなかったところを意識させる











〈いい ところと頑張って欲 しいところを言 う〉は,
今 日の学びの記録には"一ついいことを書いて,も う
二つ くらいになっちゃうんですけど,も うちょっとこ









〈自己の振 り返 りを助け,力 が出せるようにする〉
は,補習実習の学生に毎 日プロセスレコー ドを書いて
もらい思考を振 り返ってもらったり(K氏),患者の様
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(D氏)"のように学生への理解が深まったり,患者 と















コー ド数は9で,〈 しぼらく待つ〉<信 頼し,あき
らめない〉の2つ のサブカテゴリーから構成された。
〈しばらく待つ〉は,自分で考えたり,気づけるよ
うにするため,し ばらく待つ とい う関わりだった。
J氏は"自 分で考えさせるようにはしているので"と


























づ くと全然違います"と い うように,"最初の1週 間
くらいである程度(グループの関係性を)把握 しない
と,実 習が終 わるまでには関わ りきれない とい う
か…"と,最 初の1週 間で関係性を把握 していた。
J氏はオリエンテーションでお互いに自己紹介を行い,











































かなと思 うので"と語 り,病気 と付き合いながら患者
と向き合えるよう学習をサポー トしていた。
表2教 員が学生に対 しておこなっているケア リング




























Q一⑤学生の意思を尊重 しなが ら患者との関わ りがうまくいくよう調整する
気持ちを楽にさせる F一②分かるわけないやろう,完壁にできるわけないやろうと気持ちを楽にする
J一①失敗体験を植え付けないようフォローする
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カ テ ゴ リー サブカテゴリー コ ー ド
K一②看護過程の進め方が分かるまで確認する









学習に配慮する N一⑧成績や演習の取 り組み,プライベー トな問題か ら受け持ち患者を少 し考え
ておく






M一②最初は 「何か困ってない?」 と聞くが,様 子が分かって くると 「今日はど
うだった?あ の時どうだった?」 と聞 く




























カ テ ゴ リー サブカテゴリー コ ー ド
L一⑯患者に苦痛を与えることは気づくようちょっと待つが,気づけない時は分
かるように厳 しく言う




































L一⑤コメン トはいいところと頑張って欲 しいことを書 く
N一⑤出来ていないことを伝えるために5か10褒 める
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M一① 話 を 聞 くこ と







































1対1で 話す H一①人前で言 うと閉 じこもりそうな学生にはそっと声をかける





















































調整 し,サポー トする関わりである。B氏 は,3年 次
の領域別実習開始時の学生は特に緊張が強いと感 じて

















































































































































実 り多いものにもなれぼ,逆 に自信喪失や 自尊感情の
低下につながると述べている。またメイヤロフはケア
の要素2)の中で,正直と謙遜という要素を挙げている。
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